
ニ
ジ
マ
ス

虹
鱒
【R

ainbow
 trout

】

イ
ワ
ナ

岩
魚
【W

hitespotted char

】

我
が
国
で
も
っ
と
も

標
高
の
高
い
と
こ
ろ
に

棲
む
淡
水
魚

　
漢
字
で
「
岩
の
魚
」
と
表
す
よ
う

に
、
岩
肌
を
水
が
流
れ
落
ち
る
よ
う

な
深
山
幽
谷
に
暮
ら
す
幻
の
魚…

。

そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
方
も
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
イ
ワ
ナ

で
す
が
、
長
野
県
で
は
水
の
清
ら
か

な
山
間
の
養
魚
場
で
も
育
て
ら
れ
、

旅
館
や
ホ
テ
ル
、
飲
食
店
な
ど
で
広

く
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
け
る
、
比

較
的
な
じ
み
の
あ
る
魚
で
す
。

　
イ
ワ
ナ
の
代
表
的
な
料
理
と
い
え

ば
塩
焼
き
で
す
が
、
小
さ
め
の
イ
ワ

ナ
を
丸
々
焼
い
て
、
お
燗
し
た
酒
を

注
い
だ
骨
酒
（
こ
つ
ざ
け
）
も
、
な
か

な
か
通
好
み
の
楽
し
み
方
で
す
。

山
女
魚
・
雨
子
【Yam

am
e trout/

R
edspotted m

asu trout, A
m

ago trout

】

ヤ
マ
メ・
ア
マ
ゴ

地
方
名
　
ア
マ
ゴ
：
タ
ナ
ビ
ラ（
木
曽
地
方
）

取扱い漁協：長野県養殖漁協、信州虹鱒養殖漁協

主な出荷サイズ：レギュラーサイズ／100～150g、全長20㎝程度
　　   　　大型サイズ／500g～１kg超、全長30～50㎝程度

【基本データ】

主な生産地：県内全域、特に中信地方

取扱い漁協：県内で取扱いのある養殖漁協の情報です。

長野県養殖漁業協同組合：TEL026-238-0311  FAX026-238-0322
信州虹鱒養殖漁業協同組合：TEL0263-62-4005  FAX0263-62-4005
佐久養殖漁業協同組合：TEL0267-62-0737  FAX0267-63-2552

主な出荷サイズ：食用魚として取扱われている主なサイズです。

基本データの見方

取扱い漁協（購入等のお問い合わせ先）

主な生産地：県内で主に生産されている地方等の情報です。

取扱い漁協：長野県養殖漁協、
　　　　　  信州虹鱒養殖漁協（ヤマメのみ）

主な出荷サイズ：100～200g／
　　　　　　　  全長20～30㎝程度

【基本データ】

主な生産地：県内全域※

※ヤマメは中信地方や北信地方、
アマゴは木曽地域や下伊那地域

　
見
た
目
の
よ
く
似
た
こ
の
２
魚
種

は
、
体
の
横
に
鮮
や
か
な
朱
点
（
赤

い
斑
点
）
が
な
い
も
の
を
ヤ
マ
メ
、
あ

る
も
の
を
ア
マ
ゴ
と
し
て
区
別
し
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
分
布
域
が
異
な
り
、

ち
ょ
う
ど
長
野
県
を
南
と
北
に
二
分

す
る
よ
う
に
そ
の
分
布
域
の
境
界
が

あ
り
ま
す
。
分
布
域
に
合
わ
せ
て
主

に
東
北
信
、
中
信
地
方
で
は
ヤ
マ
メ

が
、
南
信
地
方
で
は
ア
マ
ゴ
が
養
殖

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ヤ
マ
メ
や
ア
マ
ゴ
は
、
淡
白
で
上
品

な
身
や
柔
ら
か
い
骨
な
ど
、
川
魚
と

し
て
の
お
い
し
さ
を
十
二
分
に
兼
ね

備
え
た
魚
で
す
。
海
に
下
る
も
の
は

そ
れ
ぞ
れ
、
サ
ク
ラ
マ
ス
、
サ
ツ
キ
マ

ス
と
呼
ば
れ
、
と
て
も
美
味
な
高
級

魚
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
長
野
県
に
お
け
る
ニ
ジ
マ
ス
養
殖
の
歴
史
は
大
正
時

代
、
明
科
町
（
現
在
の
安
曇
野
市
明
科
）
に
「
明
科
養
鱒

場
」
が
誕
生
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。安
曇
野
で

は
、
冷
水
性
の
ニ
ジ
マ
ス
の
飼
育
に
適
し
た
５
〜
10
℃

の
水
が
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出
て
お
り
、
こ
の
自
然
の
恵

み
を
活
か
し
て
、
魚
の
養
殖
や
研
究
・
指
導
を
行
う
拠

点
が
で
き
た
の
で
す
。そ
の
後「
明
科
養
鱒
場
」は「
長
野

県
水
産
指
導
所
」（
現
在
の
長
野
県
水
産
試
験
場
）
へ
と

名
前
を
変
え
、
昭
和
38
年
に
は
養
殖
ニ
ジ
マ
ス
の
冷
凍

技
術
と
輸
出
を
普
及
さ
せ
ま
し
た
。

　
最
盛
期
に
は
４
０
０
０
ト
ン
を
超
え
る
生
産
量
を

誇
っ
て
い
た
長
野
県
の
ニ
ジ
マ
ス
養
殖
で
す
が
、
需
要

の
減
少
や
信
州
サ
ー
モ
ン
へ
の
養
殖
魚
種
の
転
換
等
が

進
み
、
現
在
は
７
０
０
ト
ン
程
度
の
生
産
量
に
な
っ
て

い
ま
す
。

日
本
を

リ
ー
ド
し
た

長
野
県
の

ニ
ジ
マ
ス
養
殖

見
た
目
の
美
し
さ
と

味
の
良
さ
を
兼
ね
備
え
た

渓
流
の
女
王

歴史は
ここから
始まった

マス類

秋に産卵期を迎えるニジマスは
産卵期前の夏が旬になります。

【旬の季節】

05 04

秋に産卵期を迎えるイワナは産卵に向けてよく餌を食べ
体に栄養を蓄える夏ごろ（６月～夏にかけて）が旬になります。

【旬の季節】
ヤマメ・アマゴは秋に産卵期を迎えるため
夏ごろ（６月～夏にかけて）が旬になります。

【旬の季節】

　
育
て
や
す
く
肉
質
が
よ
い
、
長
野

県
で
一
番
生
産
量
の
多
い
魚
で
す
。

１
０
０
〜
１
５
０
ｇ
、
全
長
20
㎝
程
の

も
の
は
塩
焼
き
で
、
大
型
に
育
っ
た

も
の
は
刺
身
で
主
に
供
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
育
て
や
す
さ
か
ら
、
全
国
各

地
で
ブ
ラ
ン
ド
魚
の
開
発
が
進
め
ら

れ
、
信
州
サ
ー
モ
ン
の
母
親
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

長
野
県
の

養
殖
を
支
え
る
優
等
生

▲ イワナの骨酒

取扱い漁協：長野県養殖漁協、信州虹鱒養殖漁協

主な出荷サイズ：100～200g／全長20～30㎝程度
【基本データ】

主な生産地：県内全域、木曽地域や下伊那地域


